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日毎に緑が濃くなつてきました。4月 の金華山は風が強く船が欠航となり残念でしたが、大島と震災

伝承館を巡つて交流を深めました。今後の山行案内と30周年記念行事を案内します。

☆山行案内☆

※ 六十里越街道 ・… 6月 15日 (土 )

庄内地方と内陸をつなぐ出羽の古道こ 1200年 前に開かれたと伝えられ、

や参勤交代で先人たちが歩んだ歴史の道。ブナ林が生い茨る自然と歴史の道

今回は湯殿山から田麦俣へ約 6キ ロ4時間コースc山歩きの5貝装でc

集合 :6;10  」R長町駅東 口   解散 :18;00予 定

参加費 :3000円 (マイクロバス代、高速料金、保険料など)

申し込み締め切 り :6月 6日

出羽三山への参話

トレッキングです。

※ 猫魔岳 (1403m)・ … 7月 6日 (土 )

化け猫伝説があるという。今回は磐梯山ゴール ドラインの人方台登山口からの往復コースになり

ますc山頂までは 1時間 10分位の登り=眼 ドに|ま雄国1召や猪苗代湖、磐梓JJや遠く|二 吾妻違

峰、飯豊連峰を望めるそう。下山後は入浴も予定しています3

集合 :6;10  JR長 町駅東口   解散 :18;00予 定  同左

参加費 :4000円 (マイクロバス代、高速料金、燃料費、保険料、入浴料など)

申し込み締め切 り :6月 25日

υ Ψ υ υ υ Ψ υ υ 30周年 行事案内  υ υ υ υ υ υ Ψ υ υ υ υ

O記念山行 八甲田山(1585m)・ … 8月 3日 (土)・ 4日 (日 )

詳細はこれからですが、今のところ1日 目奥入瀬渓流あたりの散策、二日目に人甲田山登山

を考えています。ねぶた祭りと重なり、宿は十和田湖近くの民宿予定。

参加希望者は 6月 25日 まで申し込みお願いします

030周年のつどい  10月 6日 (日 )11;00～ 14;30
パレス松州  (松島町)

会費は5000円 程度

入浴・会食懇談など予定

別紙詳細
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○記念誌の発行
υ Ψ υ Ψ υ υ

後日、詳細のご案内いたします。

ぜひ予定に入れて下さい !
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山行報告 》 拳ゃ
・  3月 は 治 山の森 へ  ‐轟議

～粁係十‐誠宰キ

3月 16日 、早春の治山の森を散策しました。

8時 15分 JR長町東口集合、参カロ者は 16名。4台の車に分乗 して宮教大の先

の青葉台口駐車場へ。

歩き始める頃は風も止んで素晴らしい青空、足元の土はフカフカ。よく見な

いと見落としそ うな小さな白いセリバオウレンが咲いていました。カタクリの

花はまだ早く葉つぱが出たばかりでした。 日赤病院の方から歩いたことはある

のですが、最高地点からは初めて。まず水道管がある底部まで下り水道管を見

上げ、戻つて一番外側のコースを歩きました。業が落ちた木々の間から近くの

街並みや太白山が見え隠れ し、その奥にはまだ真つ白な蔵王などの山々がそび

えていて、冬の間にしか見られない景色を堪能しました。

篠崎さんの説明を聞きながら 2時間ほどでコースの中で一番低い御堂平口に

到着。そこで予定より早い昼食を取ることにしました。帰りは真ん中のコース

をお昼を食べたエネルギーで元気に登 り出発点に戻りました。途中でキヨスミ

イ トゴケという珍しい苔に出会いました。高い本に糸のように垂れ下がつてい

るのです。

地図を見ると無数に散策路が造られています。それぞれにヒヨドリ線、カッ
コウ線などと鳥の名前がついていますが、その道を造つたため鳥はほとんどい

なくなつたということです。又水路も拡張した結果魚がいなくなつたとか。で

も治山の森は、走っている人もいて、散策するも、走るも、また春、秋、冬の

景色等々近場で気楽に楽しめる所だと思いました。    ( 山本 靖子 )

―
r+X 予定変更し 気仙沼大島へ ! )く*…

4月 20日 (日 )は金華山。下見もして準備万端、と思いきや、前 日の午後に金華山観光協会よ

り、明日の金華山までの船は強風により欠航 しますとの連絡。はて ?ど うしたら良いかと?

急いで対策を物色 しながら考えついたのは、気仙沼大橋と大島への橋が架かり、暫くぶりに三陸を

北上してはどうかと。当日の朝に集合 して頂き、事情をお話 しし思案を承諾 して頂く。感謝感激 |

早速三陸道を北上して気仙沼大橋から大島へ。シャ トルバスの駐車場は閉鎖 ?に よりそのまま展望

台の駐車場に入れる (ラ ッキー)。 やはり風は強く、帽子が飛ばされそうだ。亀山の頂上展望台で

記念写真。散策 しながら天気は良く、牡鹿半島も視野に入る。早めに切 り上げて市街のハマテラス

で昼食。「さかな市場」では夕食の買い込み !移動して震災伝承館に入る。最初のビデオを視聴後
に、4Fま での階毎の津波の凄 さを実感する:屋上も風が強く早々と戻る。最後にまたビデオ視

聴。津波で避難 している中学校の体育館での卒業式が映る。卒業生代表の梶原君の涙ながらに話す

言葉にもらい泣きする。帰路無事に長町駅到着。お疲れ様でした。金華山は次回の楽 しみに。

( 白鳥 安男 )

一事務局 :矢野 090-3643-01oo 022-246-1346(F患 も)一



30周年記念誌発行に際しての原稿のお願い

会員の皆さん、みやぎ赤旗自然・山愛好会は今年で活動 31年になります。

遅れましたが、今年 10月 6日 (日 )「パレス松州」(松島)で「30周年のつどい」を行

うことになり、それに合わせて 30周年記念誌を発行することになりました。

づきましては、会員の
~皆

さんに、
~下

記の要綱で原稿をお願いしたいと思しヽます
`よ

ろし

くご協力をお願いいたします。

記

1.内  容 :20周年記念誌 (2013年 H月 23日 発行)以降 10年間の活動で特に思い出

がある由行や会の発展への提言など、自由です。

途中で退会された方も、気楽に投稿 ください。

2. 宇三   菱彙;4001多破

3.締め切 り:6月 30日 (日 )

4.宛  先 ;編集委員の船岡まで (で きれば、編集しやすい電子データか印刷された文

書で。もちろん肉筆の文書でもかまいません)

メール inaokanObuO@Oud00k.jp (パ ソコンアドレス)

n‐funaoka1205@h.vOdafonc.nc.jp(携 帯アドレス)

F患  022‐ 244-2429

封書 982-0812 仙台市太白区上野山 1‐ 19… 1  船岡信雄 宛て

*|メ ール等の書式 (字体、ポイント数等)は 自由です。

5。 そ の他 ;で きれば会員全員の投稿を掲載したいと思いますので、よろしくご協力をお

願いします。

(以 上)


